



















Tomoya ISHII, Ayako TABE, Izumi ISHIKAWA, Chihiro NAITOH, Atsuko IKEDA,
Mao SHIBATA, Subaru NOHDA, Yuuki TANAKA, Satoru TAKAHASHI
1）日本福祉大学スポーツ科学部
Faculty of Sport Sciences, Nihon Fukushi University
2）金沢大学人間社会学域学校教育学類
School of Teacher Education, College of Human and Social Sciences, Kanazawa University
3）長崎大学教育学部
School of Education, Nagasaki University
4）松本大学教育学部
Faculty of Education, Matsumoto University
5）東海学院大学人間関係学部
Faculty of Human Relations, Tokai Gakuin University
6）埼玉県立所沢特別支援学校
Saitama Prefectural Tokorozawa School for Special Needs Education
7）尚絅学院大学心理・教育学群
College of Psychology and Education, Shokei Gakuin University
8）横浜いずみ学園
Yokohama Izumi Gakuen, Psychological Treatment Facility for Children
9）日本大学文理学部
College of Humanities and Sciences, Nihon University
－ 94－





















































































































































「Attention hade under förra veckan äran att ta 
emot en stor delegation från Japan. Satoru Taka-
hashi, professor i specialpedagogik samt flera As-
sociate Professors från olika universitetet i Japan 
ville besöka Attention för att få veta mer om hur 
vi i Sverige gör inom deras expertområde. Profes-
sor Takahashi har besökt Sverige 39 gånger och 
hela teamet 10 gånger. Intresset för specialpeda-
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４．おわりに
　本稿では，当事者組織による当事者支援の先進国
であるスウェーデンに注目し，とくに発達障害当事
者組織「Attention」の取り組みを中心に紹介しな
がら，有効な当事者支援のあり方について検討して
きた．
　発達障害当事者組織「Attention」は，家庭生活・
学校教育・就労・余暇活動等の多様な生活場面にお
いて，発達障害当事者とその家族の「声」や支援
ニーズにもとづき，学校・行政の社会サービス・学
校・医療などの関係機関や専門家と連携・協働しな
がら，当事者とその家族の生活改善に向けた多様な
当事者支援を実施していることが特徴的であった．
　とくに Attentionにおいては，発達障害当事者と
その家族を対象とした多様な支援プログラムが用意
され，発達障害当事者とその家族が抱える不安・ス
トレスや生きづらさの解消に向けて，当事者とその
家族の「声」や支援ニーズにもとづいた，まさに
「痒い所に手が届くような」当事者支援がなされて
いることもまた特徴的であった．
　こうした発達障害当事者とその家族の支援ニーズ
にもとづいた各種のプログラムや当事者支援の成果
から，発達障害当事者とその家族の人権保障と生活
改善を見通した政策提言や情報発信も果敢に行って
いるが，まさに当事者組織の核心的な取り組みであ
るがゆえに行政や社会からの信頼も大きい．
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